


















































































































































築に関する調査を行うことが決議される18）。この 5 名の選任については、同年 4 月18日付で小


































































































































































































































である。しかし1931年 5 月から1933年 6 月までは、約 2年間で計23号分が刊行されたのに対し、
































































































1919年 1 月 河北新報において東北帝国大学の博物館設置構想報道
1923年 2 月 財団法人斎藤報恩会発足
1924年 7 月 河北新報において斎藤報恩会寄附による大学博物館設置論報道
1925年 5 月 斎藤報恩会学術研究総務部設置

































































6 ）「図書館と博物館　法文科動植物科併置と共に東北大学内に設立」『河北新報』1919年 1 月16日
7 ）「東北大学の博物館　貴重な出陳品を豊富に備へてる」『河北新報』1922年12月17日
8 ）「北大が端緒を開く　大学の開放　図書館も博物館も ･･･ 動植物園も臨海実験所も市民の意思次第で実現」





























































52）『昭和九年度概算書（部局提出ノ分）』（財主 /2009/ Ⅱ -033-1）東北大学史料館所蔵
53）『自大正十五年度至昭和十一年度建物其他落成報告書綴』東北大学所蔵
54）「古生物学教室標本広く一般に開放　東北帝大博物館建設　今月中に工事に着手する」『河北新報』1934年
8 月17日
55）「地質学教室便り」『自修会報』No.21、東北帝国大学理学部自修会、1935年、185～186頁
56）「雑報　一般採集方針変更」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第23号、1933年、11頁
57）「雑報　博物館時報発行に就いて」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第23号、1933年、11頁
58）「雑報　本館学芸員の活動状況」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第25号、1934年、 9頁
59）「雑報　専門採集研究」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第25号、1934年、 9頁
60）「雑報　研究の発表機関」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第25号、1934年、 9頁
61）「仙台採集委員座談会々況」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第28号、1935年、14～15頁
62）従来横書きの文章も掲載されていたが、誌面構成は第30号のみ、全ての誌面が横書きとなっている。座談
会では「純学術的のものを登載する場合には横書を」との希望が出ていた（「仙台採集委員座談会々況　
二博物館時報について」『財団法人齋藤報恩会博物館時報』第28号、1935年、14～15頁）。
